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メトロデータセンターのDCI の開通、保守を1台で 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

OTT（Over The Top）サービスの急激な需要により、 
メトロエリアで DC を分散設置し、メッシュ状に 
接続して運用するメトロデータセンター（メトロ DC）
が主流となりつつあります。 
通常の DC に比べ、メトロ DC では、DCI 間の通信トラ
フィック量が多いため、100GE など、高速インタフェー
スでの接続が必要な場合がでてきています。 
MT1000A ネットワークマスタは、DCI の開通、保守業
務に最適なトランスポートテスタです。 

MT1000Aのメリット その 1 ■ 
DC 間を接続するインタフェースには、用途に合わせてさまざまな通信規格が使用されます。 
MT1000A は 10/100/1000M、1GbE、10GbE、25GbE、40GbE、100GbE、OTN、SDH、FC などさまざまな
通信規格に 1台で対応でき、開通、保守の効率化に貢献します。 

100Gマルチレートモジュール 

データセンター構築・運用形態の変化 

 

メトロ DCI の接続イメージ 

データセンターインターコネクト（DCI） 
の開通/保守の効率化に貢献  
ネットワークマスタ プロ MT1000A 

10G マルチレートモジュール MU100010A 

100G マルチレートモジュール  MU100011A 
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*OTDR は、このほかにもアクセスマスタ MT9082A2、ファイバメンテナンステスタ MT9090A がございます。 

MT1000Aのメリット その２ ■ 
MT1000A は、自動試験機能が標準で実装されてい 
ます。この自動試験機能を使用すると、対話形式で 
あらかじめ決められた試験を自動で行うことができ 
ます。試験結果は、合格、不合格で判定され、誰でも 
均一な試験品質で、簡単に、効率よく開通、保守業務 
を行うことができます。 
 
さらに自動試験では、パラメータ選択、画面付の 
メッセージダイアログ表示、さらに、光モジュールの 
実装チェック、リンクチェック、ARP 解決チェック 
など、試験前の準備状況のチェックまで自動で行う 
ことができます。 
 

MT1000Aのメリット その３ ■ 
MT1000A は、トランスポート測定モジュール（MU100010A、MU100011A）に加え、OTDRモジュールも 
ラインナップしています。 
トランスポート測定モジュールと OTDR モジュールを同時に実装することができます。これにより、光線路の測定 
から、トランスポートの測定まで、１台で対応でき、現場での測定効率化を支援します。 

MT1000A 測定モジュールのラインナップ 


